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1．緒言 
 トレーニング時の「意識性」はパフォーマンス

向上に対して重要な原則である．平田（2009）は，

実技授業に参加する生徒を対象に，技術習得に伴

い，どのような注意，気づきが発生しているかを

検討している．しかし，競技選手を対象にしたト

レーニングにおける注意や意識の仕方に関する

研究はされていない． 
 そこで本研究は，サーブスキルの向上を目的に

トレーニングを行っている男子大学生選手4名を

対象に，トレーニング時に発生した注意や意識の

調査とそれらがサーブスキル向上に与える影響

について事例的に検討した． 
2．方法 
1）トレーニングの意識調査：その日の課題，運

動感覚，気づき，トレーニングの感想を週 2
回，4ヶ月程度シートに記述してもらった． 

2）サーブスキルテスト：デュースサイドのセン

ターにエリアを作り，フラットと回転系のサ

ーブを30球ずつ打球してもらい，ボール速度，

速度の再現性，正確性を調査前，調査中，調

査後の計３回行った． 
3）分析方法：トレーニング時の注意，意識につ

いて KJ 法及びシークエンス法を用いて分析

し，整理された内容とスキルテストの結果か

らその関連性を検討した． 
3．結果と考察 
1）被験者TTの場合，フラット系のボール速度 
  の向上がみられた．TTはインパクトまでの準 
   備動作を注意することが多く，それによりイ 
   ンパクトまでの力の伝達が改善されたことが 
   推測できる．一方で，打球後の感想で打球前 
   の注意に挙げられなかったボールコントロー 
   ルの安定性の評価が多くされていたが，安定 
   性は改善されなかった．実際はボール速度向 
   上のための動作が安定性にも良い影響を与え 
   ると考えていたことが推察され，課題のズレ 
   が生じていることが考えられる． 
2）被験者SKの場合，SKはTTと同様に打球前 
  は身体の各部位の動作を改善することに注意 
   を置き，打球後はコントロールの安定性の評

価が多かったが，TT とは反対に，安定性が向上

したことから，ボールをコントロールするための

動作として認識しトレーニングできていたと考

えられる． 
 
 
 
 
 
 
 

図1：被験者TT,SKの意識の仕方 
 

表1：被験者TT, SKのスキルテストの結果 

 
4．まとめ 
 本研究では，注意の仕方がサーブパフォーマン

スに与える影響について調査した結果，（1）注意

や意識の仕方によってサーブパフォーマンスの

向上の仕方が異なること，また，（2）注意すべき

課題と運動結果の評価における意識の内容のズ

レは効果的な技術習得を妨げることから，トレー

ニング時における注意の仕方は，課題に対して評

価することが重要である．  
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